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＜指導者の言葉＞ 

 本作品は，国語科の通年の単元「書いて伝えよう」で取り組んだ作品

です。指導者は，本生徒が在籍する学級担任ではありませんが，日常の

関わりから，本生徒のものの見方や表現方法に面白味を感じていまし

た。本生徒は，長い文章を書いた経験がありませんでしたが，自分の気

持ちを文字にして客観視することにより，自らを知り，理解する機会に

なると考え，作品を書くことを提案しました。 

 本作品を書く時は，次の手順に沿って指導しました。 

① 時系列に出来事を並べる。 

② トピックごとにどのような気持ちであったかを整理する。 

③ 自分が今後どのような行動をとっていくのかについて考える。 

本作品で大切にしたことは，「本生徒の気持ちをありのままに書く」

ということです。本生徒の気持ちを一つずつ確認しながら，少しでも違

和感があればぴったり合う言葉を探し，齟齬がないように記す指導をし

ました。最後の段落には，「なくのはしかたがないというきもち」と，

「なかずにがんばりたいきもち」の相反する２つの感情がありながら

も，このままではいけないという気持ちも存在することを素直に書いて

います。その気持ちの整理をするため，今後どうしたいのか，できるこ

とは何なのか等について指導者と具体的に考えました。 

本生徒の持ち味である「豊かな言語表現」を生かすことにも留意しま

した。「なみだがあがってきそうになる」，「なみだをふさごうとしたけ

ど，なみだがかった」等，本生徒の気持ちが手に取るように分かる表現

を大切にしました。 

作文を書くことを通し，本生徒は気持ちを言葉にし，自分と向き合い

ました。これまで自分の中ではっきりしなかった感情を丁寧に見つめま

した。この経験が，今後の本生徒の糧となり，これから先，壁にぶつか

ったり悩んだりした時に，「ことば」を表出することが彼を助ける選択

肢の一つになることを願っています。 


